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主な内容主な内容

●洞爺湖・秋の味覚まつり2010……２Ｐ

●特集　とうや湖の食………………３Ｐ

●洞爺高と小林さんが最優秀賞受賞…５Ｐ

●健全化判断比率及び資金不足比率を公表します…８Ｐ

●洞爺湖・秋の味覚まつり2010……２Ｐ

●特集　とうや湖の食………………３Ｐ
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洞爺湖･秋の味覚まつり2010
洞爺湖温泉誕生100年記念事業

バーベキュー

�グルメ券販売（豊浦ＳＰＦ
豚肉・地元野菜・月浦ワイン
セット）
前売り1,600円 当日2,000円
※役場産業課　温泉支所、商
　工会、観光協会、まちづく
　り観光協会で販売

グルメ券を購入して、そ
の場で焼肉が楽しめます。

�グルメ券販売（豊浦ＳＰＦ
豚肉・地元野菜・月浦ワイン
セット）
前売り1,600円 当日2,000円
※役場産業課　温泉支所、商
　工会、観光協会、まちづく
　り観光協会で販売

グルメ券を購入して、そ
の場で焼肉が楽しめます。

10.2410.24（日）（日）

主催　洞爺湖温泉誕生100年
　　　記念事業委員会
　　（洞爺湖温泉観光協会内）
　　　　　　　　　75-2446

主催　洞爺湖温泉誕生100年
　　　記念事業委員会
　　（洞爺湖温泉観光協会内）
　　　　　　　　　75-2446

■日時

■場所

■内容 ◆洞爺湖周辺の食材が大集合

◆親子で楽しむ宝探し　◆大ビンゴ大会

11:00～16:00

洞爺湖汽船駅前桟橋特設会場

月 日（土）1023 ・■日時

■場所

■内容 ◆洞爺湖周辺の食材が大集合

◆親子で楽しむ宝探し　◆大ビンゴ大会

11:00～16:00

洞爺湖汽船駅前桟橋特設会場

月 日（土）1023 ・ 日（日）24

・噴火湾海鮮鍋
・神内ファームあか毛和牛と地元
　野菜の串焼き（23日のみ）
・ＪＡとうや湖～じゃがいもつめ
　放題

・いぶり噴火湾漁協～
　　鮭のちゃんちゃん焼きの提供
・壮瞥町～りんご販売など
・月浦ワイン販売
・わかさいも本舗～地ビール販売

・噴火湾海鮮鍋
・神内ファームあか毛和牛と地元
　野菜の串焼き（23日のみ）
・ＪＡとうや湖～じゃがいもつめ
　放題

写真提供：JAとうや湖写真提供：JAとうや湖

・いぶり噴火湾漁協～
　　鮭のちゃんちゃん焼きの提供
・壮瞥町～りんご販売など
・月浦ワイン販売
・わかさいも本舗～地ビール販売
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光
の
語
源
は
、
中
国
の
易
経
の

　
　
「
国
の
光
を
観
る
―
」
の
一
節

を
引
用
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
逆
に
捉
え
る
と
、
自
分
の
町
の

「
光
（
特
色
）
」
を
観
せ
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
光
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て
く
れ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
洞
爺
湖
町

に
は
、
す
ば
ら
し
い
自
然
な
ど
、
多

く
の
「
光
」
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
と

し
て
食
が
あ
り
ま
す
。
洞
爺
湖
町
は
、

食
の
宝
庫
と
い
っ
て
も
良
い
ぐ
ら
い
、

種
類
、
味
と
も
に
秀
で
て
い
ま
す
。

　
野
菜
は
、
こ
の
地
方
特
有
の
昼
夜

の
気
温
差
が
、
甘
み
を
増
し
、
旨
み

を
強
く
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
有
珠
山

噴
火
に
よ
る
火
山
灰
が
、
大
地
を
さ

ら
に
肥
沃
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

現
在
周
辺
を
含
め
る
と
2
0
0
品
種

ほ
ど
の
野
菜
が
収
穫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
か
な
と
い
え
ば
、
養
殖
の
発
祥

地
と
言
わ
れ
る
噴
火
湾
の
ホ
タ
テ
以

外
に
も
、
ウ
ニ
、
カ
ニ
、
ナ
マ
コ
、

サ
ケ
な
ど
魚
種
も
豊
富
で
す
。

　
肉
も
、
と
う
や
湖
和
牛
と
あ
か
毛

和
牛
。
こ
の
よ
う
に
野
菜
、
さ
か
な
、

肉
の
3
種
が
揃
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

そ
う
多
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
こ
う
い
っ
た
地
場
産
品
の
提
供
場

所
と
し
て
、「
道
の
駅
あ
ぷ
た
」「
と

う
や
水
の
駅
」「
道
の
駅
と
う
や
湖
」

「
洞
爺
湖
観
光
朝
市
」
な
ど
が
あ
り
、

消
費
者
と
の
交
流
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
地
元
食
材
を
提
供
し
、
10
月
24
日

で
終
了
す
る
初
の
試
み
「
湖
畔
カ
フ

ェ
」
に
も
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、

洞
爺
湖
の
食
の
人
気
を
あ
ら
た
め
て

実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
主
要
な
産
業
と
し
て
発
展

し
て
い
く
上
で
、
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
へ
の
教
育
も
大
切
で
す
。

全
国
的
に
も
食
育
と
言
う
こ
と
が
叫

ば
れ
て
い
ま
す
が
、
町
内
の
学
校
で

も
、
生
産
者
か
ら
話
を
聞
く
授
業
や

毎
月
19
日
を
食
育
の
日
と
し
て
、
給

食
の
メ
ニ
ュ
ー
に
地
場
産
品
を
取
り

入
れ
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
と
食
と
温
泉
と
魅
力
あ
ふ
れ

る
洞
爺
湖
町
。
こ
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
う
え
で
、
自
分
た
ち
が
自
分

た
ち
の
町
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
し

な
け
れ
ば
、
人
に
は
そ
の
良
さ
は
伝

わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
日
常
の
生
活
か
ら
は
、
当
た
り
前

過
ぎ
て
、
な
か
な
か
こ
の
ふ
る
さ
と

の
良
さ
を
実
感
す
る
こ
と
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
う
一
度
振
返

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

観

とうや湖の食とうや湖の食とうや湖の食
特集

洞爺湖温泉誕生100年を迎えて、あらためて

洞爺湖の魅力を国内外に発信し、洞爺湖温泉の活性化につな

げようと春から多くのイベントを実施してきました。その一つとして、

農業と漁業と観光を結びつける戦略の下、洞爺湖周辺の食をアピールしようと、

ホテル、飲食店をはじめ様々なところで、取組みが始まっています。

今回の特集は、それらの取組みの一部を紹介します。

洞爺湖温泉誕生100年を迎えて、あらためて

洞爺湖の魅力を国内外に発信し、洞爺湖温泉の活性化につな

げようと春から多くのイベントを実施してきました。その一つとして、

農業と漁業と観光を結びつける戦略の下、洞爺湖周辺の食をアピールしようと、

ホテル、飲食店をはじめ様々なところで、取組みが始まっています。

今回の特集は、それらの取組みの一部を紹介します。
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洞爺湖温泉料理研究会
依田信之会長（ニュー洞爺湖代表取締役）

　「料理のレベルをアップして、温泉

街ににぎわいをとりもどしたい」と話

すのは、洞爺湖温泉のホテル、飲食店

の料理人でつくる洞爺湖温泉料理研究

会会長の依田信之さん。

　同会は、2007年に雑誌「じゃらん」

の洞爺湖温泉の特集企画に集まった料

理人らで結成されました。

　月１回の例会では、旬の料理を持ち

寄って試食をしたり、生産者との情報

交換などを行っています。

　依田さんは「現在の低価格競争では、

発展していかない。新鮮で、おいしい

ものであれば、お客さんはきっと満足

してくれる」と料理人の創意工夫の必

要性を話します。

　「食のブラ

ンド化ができ

れば、札幌か

ら近いので、

温泉もにぎわ

うのでは…」

と日々新しい

料理の研究に

励んでいます。

地元の食材を使用した
料理を前にする依田さん
地元の食材を使用した
料理を前にする依田さん
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私
食
の
講
演
会（
概
要
）
於
と
う
や
小
学
校

「
食
環
境
を
整
え
る
～
食
事
を
見
直
そ
う
」

講
師
　
高
井
瑞
枝
氏
（
ト
ー
タ
ル
・
フ
ー
ド・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
　
た
ち
の
食
は
、
世
界
と
つ
な
が

　
　
っ
て
い
る
。
日
本
の
自
給
率
40

パ
ー
セ
ン
ト
。
北
海
道
は
2
0
0
パ

ー
セ
ン
ト
の
自
給
率
。
で
は
ど
う
し

て
経
済
が
落
ち
て
い
る
の
か
？
自
給

率
と
経
済
効
果
は
イ
コ
ー
ル
に
は
な

ら
な
い
。
円
の
レ
ー
ト
が
変
わ
る
だ

け
で
生
活
が
変
わ
る
。
３
、
４
代
後

ま
で
よ
り
良
い
生
活
を
し
て
い
く
た

め
に
は
、
こ
こ
ま
で
食
を
考
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
地
域
に
は
、
こ
こ
に
し
か
な
い
と

い
う
味
が
あ
る
。
そ
れ
を
求
め
て
来

る
。
こ
こ
の
言
葉
、
こ
こ
の
サ
ー
ビ

ス
で
食
べ
る
も
の
だ
か
ら
お
い
し
い
。

目
で
感
じ
、
匂
い
を
感
じ
、
口
に
入

れ
る
。
す
べ
て
脳
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
洞
爺
で
も
そ
う
い
っ
た
を
物
を

作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
子
ど
も
た
ち
の

給
食
で
、
学
年
や

年
齢
に
よ
っ
て
献

立
を
変
え
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
た
こ

と
が
あ
る
。
成
長

の
過
程
に
合
わ
せ

て
作
ら
れ
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の

体
の
仕
組
み
を
知

っ
て
い
る
こ
と
が

大
切
。
学
校
給
食

が
つ
ら
い
と
い
う

お
子
さ
ん
は
い
ま

す
か
。
家
の
食
べ

物
が
充
実
し
て
い

る
と
、
子
ど
も
は
学
校
給
食
が
つ
ら

い
。
食
生
活
の
ベ
ー
ス
は
家
庭
。
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
箸
の
持
ち
か

た
、
食
べ
方
を
子
ど
も
は
学
ぶ
。
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
き
れ
い
に
食

べ
ら
れ
る
家
庭
は
、
と
て
も
き
れ
い

に
食
べ
る
。

　
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
で
来
る
子
、

朝
起
き
て
か
ら
、
一
言
も
発
せ
ず
登

校
す
る
子
。
非
常
に
不
安
定
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち

は
非
常
に
礼
儀
正
し
い
。
し
か
し
一

緒
に
食
事
を
す
る
と
家
庭
が
見
え
て

く
る
。
ス
ポ
ー
ツ
で
伸
び
て
い
く
子

は
、
家
で
の
食
事
が
充
実
し
て
い
る
。

高
い
も
の
を
食
べ
ろ
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
自
分
の
た
め
に
一
手
間
加

え
て
く
れ
る
か
が
食
育
の
原
点
。
ど

う
食
べ
る
の
か
、
ど
う
生
活
す
る
の

か
。
こ
れ
が
な
く
な
る
と
、
子
ど
も

た
ち
の
食
は
貧
し
い
も
の
に
な
る
。

　
生
産
者
と
つ
き
あ
い
な
が
ら
、
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
。

何
故
洞
爺
の
野
菜
が
い
い
の
か
を
み

ん
な
が
説
明
で
き
る
。
こ
こ
の
地
域

の
も
の
は
、
み
な
さ
ん
の
出
方
、
売

り
方
し
だ
い
で
よ
り
よ
く
な
る
は
ず

で
す
。

複　　
合
型
老
人
福
祉
施
設
「
ふ
る
里

　
　
の
丘
総
合
福
祉
館
」
で
は
、
平

成
17
年
か
ら
敷
地
内
の
農
園
で
、
施

設
利
用
者
と
と
う
や
湖
幼
稚
園
児
と

の
イ
モ
掘
り
交
流
会
を
続
け
て
い
ま

す
。
　
昨
年
か
ら
は
、
本
町
保
育
所
と
の

交
流
も
始
ま
り
、
施
設
利
用
者
は
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
い
、

園
児
た
ち
は
、
あ
ま
り
経
験
し
た
こ

と
が
な
い
収
穫
の
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
今
年
も
、
本
町
保
育
所
は
、
８
月

20
日
、
と
う
や
湖
幼
稚
園
が
8
月
26

日
収
穫
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
園

児
ら
は
、
土
の
中
か
ら
大
き
な
ジ
ャ

ガ
イ
モ
を
掘
り
起
こ
し
、
歓
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　
収
穫
後
は
、
ふ
か
し
イ
モ
や
フ
ラ

イ
ド
ポ
テ
ト
に
し
て
全
員
で
食
し
、

お
い
し
そ
う
な
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

収
穫
の

秋

お
年
寄
り
と
園
児
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り

お
年
寄
り
と
園
児
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り

身近な食の話に聞き入る聴衆者身近な食の話に聞き入る聴衆者

収穫したジャガイモを手に記念撮影するとうや湖幼稚園児収穫したジャガイモを手に記念撮影するとうや湖幼稚園児

一生懸命ジャガイモを掘り出す本町保育所園児一生懸命ジャガイモを掘り出す本町保育所園児



　
　
月
18
日
、
19
日
の
両
日
、
秋
の

　
　
洞
爺
湖
を
巡
る
北
海
道
ツ
ー
デ

ー
マ
ー
チ
が
開
か
れ
、
今
年
も
全
国

か
ら
1
、
5
7
0
人
が
参
加
し
、
健

脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
強
い
日
差
し
を
浴
び
な

が
ら
朝

7
時
に
大
会
最
長
コ
ー

ス

「
洞
爺
湖
ぐ
る
っ
と
１
周
コ
ー
ス
」

（
40
㌔
）
の
参
加
者
4
0
0
人
が
ス

タ
ー
ト
。
引
き
続
き
「
洞
爺
湖
・
豊

浦
パ
ノ
ラ
マ
コ
ー
ス
」
を
始
め
２
コ

ー
ス
の
参
加
者
が
元
気
に
出
発
し
、

洞
爺
湖
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
ゴ

ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
、
早
朝
か
ら
の
雨
も
上

が
っ
た
朝
７
時
に
「
伊
達
・
有
珠
ぐ

る
っ
と
１
周
コ
ー
ス
」
（
30
㌔
）
と

「
壮
瞥
・
北
の
湖
記
念
館
コ
ー
ス
」

（
20
㌔
）
の
3
6
8
人
が
同
時
に
ス

タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
「
洞
爺
湖
中
島

コ
ー
ス
」「
西
山
火
口
散
策
コ
ー
ス
」

の
参
加
者
が
出
発
。
雨
上
が
り
の
洞

爺
湖
の
清
涼
な
空
気
を
吸
い
な
が
ら
、

参
加
者
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

5

９

　
　
月
15
日
か
ら
2
日
間
に
わ
た
っ

　
　
て
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
北

海
道
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
連
盟
研
究
大

会
（
主
催
北
海
道
高
等
学
校
家
庭
ク

ラ
ブ
連
盟
）
が
開
か
れ
、
洞
爺
高
校

と
個
人
発
表
部
門
の
同
校
2
年
の
小

林
碧
帆
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、 

初
の
Ｗ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
日
の
15
日
に
は
、
個
人
発
表
の

ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
部
が
行
わ

れ
、
5
校
が
参
加
。

　
小
林
さ
ん
は
、
小
学
生
の
弟
と
の

お
菓
子
作
り
や
夕
食
作
り
な
ど
を
通

じ
て
、
弟
と
の
距
離
が
縮
ま
り
、
成

長
し
て
い
く
過
程
も
垣
間
見
え
た
こ

と
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
審
査
員
評
で
は
「
愛
情
に
あ
ふ
れ

た
実
践
内
容
と
家
庭
の
絆
を
う
か
が

の
で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」
と
喜

び
を
語
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー

ダ
ー
鈴
木
一
輝
君
（
３
年
）
は
「
大

き
な
賞
を
受
賞
で
き
て
う
れ
し
い
。

高
校
生
活
の
良
い
思
い
出
が
で
き
ま

し
た
」
と
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て

い
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
と
同
校
家
庭
ク
ラ
ブ
は
、

来
年
７
月
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

９

わ
せ
る
」
と
の
意

見
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
16
日
の
学
校
家

庭
ク
ラ
ブ
活
動
の

部
の
発
表
で
は
、

6
校
が
参
加
し
、

地
産
地
消
や
環
境

問
題
な
ど
を
テ
ー

マ
に
活
動
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　
洞
爺
高
は
、
エ

コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
活
動
と
し
て
、

デ
ザ
イ
ン
や
使
い

や
す
さ
も
考
え
た

エ
コ
石
鹸
や
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
の
環

境
関
連
商
品
の
ほ
か
、
地
産
地
消
食

品
の
開
発
な
ど
を
紹
介
し
、
販
売
実

習
で
の
町
民
と
の
交
流
を
報
告
し
ま

し
た
。
審
査
員
か
ら
は
「
環
境
に
関

る
保
全
意
識
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。

環
境
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
製
品
づ
く
り
が
う
か
が
え

る
」
と
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
「
自
信
が
な
か
っ
た

全国のウォーカー
　洞爺湖の自然を満喫
北海道ツーデーマーチ北海道ツーデーマーチ

北
海
道
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
連
盟
研
究
大
会

北
海
道
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
連
盟
研
究
大
会

洞
爺
高
と
小
林
さ
ん
（
同
２
年
）
が
最
優
秀
賞
受
賞

最優秀賞の小林碧帆さん

喜びいっぱいの洞爺高の皆さん喜びいっぱいの洞爺高の皆さん

力強く歩を進める全国のウォーカー力強く歩を進める全国のウォーカー



　　月22日から24日の3日間、第16回日・韓・中　墨の文

　　化交流・選抜展in東京＆北海道（主催ＮＰＯ法人国際

芸術文化協会）が、ＮＨＫ室蘭放送局プラザミューで開催

されました。

　全国から寄せられた330点の作品の中から、町内の３人

が表彰を受け、洞爺湖の俯瞰を描いた室蘭市長賞の岡本岳

翔さんの作品が町に寄贈されました。町内受賞者は次のと

おり。（敬称略）

　▽室蘭市長賞（国内の部）　小杉徳芳（入江４区）▽洞爺

湖町長賞（児童の部）　小野寺竜華（とうや小２年）▽洞爺

湖教育長賞（学生の部）　皆川慎之介（洞爺高２）
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声援を背に走力競う
第15回洞爺湖町クォーターマラソン駅伝大会

秋ソウベツ川に遡上するサクラマスを観察
児童ら生態に興味津々

産

墨の文化交流・選抜展
町民３人が受賞

９

小杉徳芳さん

旧大原小学校で陶芸教室開催
地域文化の発信拠点に活用

町　　と旧大原小学校の無償貸与契約を交わした幸清会が、
　　９月18日同小学校を初めて利用した陶芸教室を開きま

した。同教室には、職員や幸清園、ケアハウスの利用者15

人が参加して、陶人形作りを楽しみました。

　施設利用者に指導できるよう、職員の技術力アップを目

的に開かれたもので、講師の小林牧牛氏の指導のもと、真

剣な表情で取組んでいました。

　幸清会では、

今後も同教室

を継続してい

きながら、そ

のほか美術ギ

ャラリーなど、

地域からの文

化発信の拠点

として同校を

活用していく

計画です。

　　卵の季節

　　を迎えた

９月19日、洞

爺財田自然体

験ハウスが主

催して「サク

ラマスを見に

行こう」が行

われ、洞爺湖

から町内のソ

ウベツ川に遡

上するサクラマスを観察しようと親子連れらが参加しまし

た。

　同ハウスに集合した参加者は、遊歩道のそばにあるえん

堤まで歩いていき、川のほとりでサクラマスを肉眼のほか

水中カメラを通して観察しました。

　児童らは、初めての体験に興奮気味で、サクラマスを見

つけては歓声を上げていました。

　　の風を感

　　じて走る

恒例の第15回

洞爺湖町クォ

ーターマラソ

ン駅伝大会

（主催洞爺湖

町陸上競技協

会）が、９月

23日あぶたふれ合いセンターをスタートに行われました。

　大会は、小学校低学年、高学年、中学生男子、女子、一

般男子、女子の合計24チームが参加。でんでんちびっ子広

場までの１往復（中学、一般男子２往復）を５人がたすき

リレーして競い合いました。優勝チームは次のとおり。

�小学校低学年　イナズマジャパン　�小学校高学年　新

谷陸上クラブ�中学生男子　人生に必要な事はすべて「こ

こ」にあった！！�中学生女子　Bdominton's girl,s�一

般女子　和ちゃん'S withＢＧ

皆川慎之介くん小野寺竜華さん

陶人形作りを楽しむ参加者ら陶人形作りを楽しむ参加者ら

肉眼と水中カメラでサクラマスを観察する親子づれ肉眼と水中カメラでサクラマスを観察する親子づれ

スタートを決める選手らスタートを決める選手ら



　　爺湖温泉の友遊クラブに参加している女性らで結成し

　　た手芸同好会（新田伸子代表）が、９月７日から17日ま

で、伊達信用金庫洞爺温泉支店で作品展を開きました。

　作品は、古着をリサイクルして、作り上げた色鮮やかな

座布団で、大小23枚を展示しました。

　今年５月に手芸好きな６人が集まり、４カ月ほどの期間

で完成させました。

　現在は、「みんなでお弁当を持って集まりおしゃべりす

るの楽しい」と週１回の会合を楽しみにしています。
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地域の清掃活動で心もピカピカ
クリーン洞爺

自

洞爺ライオンズクラブ
創立50周年パーティー盛り上がる

創

洞爺湖温泉の手芸同好会
座布団の作品展開く

アイヌ民族伝統儀式
カムイノミイチャルパ開く

９

　　分の住んでいる地域をきれいにしようと、洞爺地区の

　　小、中、高生によって毎年行われている「クリーン洞

爺」が、今年も９月７日実施され、約200人の児童、生徒、

先生らが洞爺湖畔や地域を清掃しました。

　地域の環境保全と美化を通じ児童生徒一人ひとりが、環

境に関心をもってもらおうと平成８年から始めました。

　洞爺高校での開会式終了後、小学生、中学生、高校生を

一組にした班

が11班編成さ

れ、分担され

た地区内のゴ

ミ、空きカン、

ペットボトル

などを拾い集

めました。

洞

　　月12日歴

　　史公園内

にある先住民

族慰霊碑前で、

洞爺湖町アイ

ヌ民族先住民

慰霊祭（北海

道アイヌ協会

洞爺湖支部＝

妻木征男支部長）が開かれました。同支部の会員や真屋町

長ら行政、教育関係者約60人参加して先祖の霊を慰めまし

た。

　カムイノミでは、同協会鵡川支部の協力を得て、祭司木

下梅雄さんの進行で、先祖代々の神など14の各々の神に祈

りを捧げました。

　最後に「今年は、慰霊碑ができて30年になります。これ

からも自分が元気なうちは続けたい」と妻木支部長が挨拶

し、終了しました。

　　立50周年を迎えた洞爺ライオンズクラブ（大久保和幸

　　会長）の記念パーティーが、９月12日ふる里の丘総合

福祉館で、 会員ら約180人が参加して盛大に行われました。

　同クラブは、1960年に創立し、町への桜の木の寄贈、少

年野球大会の主催、社会福祉金庫への寄付など、青少年の

育成や地域貢献を目的に奉仕活動を続けてきました。

　式典では、大久保会長が「地域に根ざした、地域に役立

つ活動を今後も継続していきたい」と挨拶し、来賓からの

多くの祝福を受け、50年の節目を参加者全員で祝いました。

湖畔の清掃に汗を流す生徒ら湖畔の清掃に汗を流す生徒ら

厳粛に行われたカムイノミイチャルパ厳粛に行われたカムイノミイチャルパ

手芸をしながら話に花が咲く皆さん

盛大に開かれたライオンズ創立50周年パーティー

手芸をしながら話に花が咲く皆さん

盛大に開かれたライオンズ創立50周年パーティー



　
　
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

　
　
に
関
す
る
法
律
（
平
成
19
年
法

律
第
94
号
）
第
3
条
第
1
項
及
び
第

22
条
第
1
項
に
基
づ
き
、
平
成
21
年

度
決
算
に
よ
り
算
定
し
た
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　
算
定
の
結
果
、
平
成
20
年
度
決
算

に
比
べ
改
善
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

実
質
公
債
費
比
率
が
早
期
健
全
化
基

準
を
超
え
る
た
め
、
引
き
続
き
財
政

健
全
化
団
体
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
国
に
提
出
し
て
い
る
財
政

健
全
化
計
画
を
も
と
に
健
全
化
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
健
全

化
に
向
け
て
は
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。
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地 健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

平
成
21
年
度
決
算

　
青
山
助
教
は
、
有
珠
山
の
噴
火
活

動
の
特
徴
を
、「
周
期
性
」「
前
兆
地
震

活
動
」「
大
き
な
地
殻
変
動
」「
多
様
な

噴
火
様
式
」
の
4
つ
に
ま
と
め
、
四

十
三
山
噴
火
か
ら
2
0
0
0
年
噴
火

ま
で
の
4
回
の
噴
火
に
つ
い
て
そ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測

量
な
ど
で
の
正
確
な
噴
火
位
置
の
予

測
や
噴
火
時
期
の
中
長
期
的
な
予
測

に
つ
い
て
言
及
し
ま
し
た
。

　
吉
本
助
教
は
、
有
珠
山
と
駒
ヶ
岳

の
噴
火
を
比
較
し
な
が
ら
、
噴
火
の

推
移
を
予
測
す
る
上
で
「
マ
グ
マ
物

質
の
分
析
が
重
要
で
あ
る
」
と
述
べ
、

一
人
ひ
と
り
が
正
確
な
知
識
を
身
に

つ
け
る
防
災
教
育
の
必
要
性
を
説
き

ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
ジ
オ
パ
ー

ク
の
推
進
が
効
果
的
な
火
山
防
災
対

策
に
な
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

有　　
珠
山
噴
火
か
ら
10
年
を
迎
え
、

　
　
次
へ
の
噴
火
に
備
え
よ
う

と

「
2
0
0
0
年
有
珠
山
噴
火
10
周
年

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
洞
爺
湖
町
」
（
主
催

有
珠
火
山
防
災
会
議
協
議
会
）
が
、

９
月
24
日
あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
、
若
手
研
究
者
の

有
珠
山
の
現
在
の
状
況
や
こ
れ

か
ら
の
噴
火
予
測
に
つ
い
て
の

講
演
に
、
参
加
し
た
約
80
人
が
、

真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
り
ま
し

た
。
　
講
師
は
、
北
大
大
学
院
理
学

研
究
院
の
青
山
裕
助
教
＝
火
山

地
震
学
＝
と
吉
本
充
宏
助
教
＝

火
山
地
質
学
＝
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
研
究
分
野
に
つ
い
て
講
演
を

し
ま
し
た
。 次の噴火に備える

噴火10周年
フォーラム開く

（単位：％）１．健全化判断比率

区　　分 Ｈ21比率 Ｈ20比率

※各比率の「－」は、赤字又は資金不足がないことを表す。

早　　期
健 全 化
基　　準

財政再生

基　　準

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

－

－

 28.3

198.4

－

－

 29.8

240.3

14.98

19.98

25.0

350.0

20.00

40.00

35.0

－

（単位：％）２．資金不足比率

会　計　名 Ｈ21比率 Ｈ20比率

※各比率の「－」は、赤字又は資金不足がないことを表す。

経　　営
健 全 化
基　　準

水 道 事 業 会 計

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計

公共下水道事業
特 別 会 計

－

－

－

－

－

 －

20.0

20.0

20.0

若手研究者の講演に耳を傾ける参加者若手研究者の講演に耳を傾ける参加者



ご存知ですか？障害基礎年金

後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ

●保険料の納め方は、「年金からの支払い（特別徴収）」と「納付書・口座振替による支払い（普通徴収）」の

　２つの方法があります。

●ご自分の支払い方法については、保険料額決定通知書(納入通知書)をご参照ください。

　　　　　　からの支払いとなります。

●お手続きの必要はありません。

　・なお、次の方は特別徴収に該当せず、普通徴収となります。

　★受給している年金額が、年額18万円未満の方

　★介護保険とあわせて保険料が年金支給の半分を超える方

　※この制度に加入してからおよそ半年間は、年金からの支

　　払いができません。

　　「納入通知書」や「口座振替」でお納めください。

■保険料の支払い方法について

年　  金

　　　　　　　　　　　　　による金融機関での支払い。 

●口座振替に切り替わるまで、数カ月の時間が必要となりま

　す。

●納付書、年金で支払いの方は、

　口座振替に変更することがで

　きます。

●税申告の際、「社会保険料控

　除」は、保険料を支払いする

　方（口座名義人）が受けられま

　す。

　　申し出の際には、「本人　

　の保険証、預金通帳、届け　

　印」が必要です。「口座振　

　替」をご希望される方は、　

　住民課国保医療係まで申し　

　出ください。

※「年金」の支払いから変更でき

　る時期は、申し出の時期によ

　り異なります。

納付書・口座振替
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～保険料の支払い方法と臓器提供に関する意思表示について～

　臓器提供は、病気や事故で臓器が機能しなくなった人に、他の人の

健康な臓器を移植して機能を回復させるという医療です。臓器移植に

関する法律の改正により、保険証に「臓器提供意思表示シール」を貼

付して、臓器を提供するかしないかの意思表示を行うことができるよ

うになりました。

　臓器提供意思表示シールは、住民課・温泉支所・洞爺総合支所窓口

に設置しております。また、希望者には郵送いたしますので詳しくは、

次のところまで問合せください。

■臓器提供に関する意思表示ができるようになりました

　国民年金の加入中に初診日がある病気やケガなどで障害の

状態になったとき、障害認定日において、政令で定められて

いる障害等級の１級または２級に該当した場合、または、障

害認定日に該当しない方が65歳の前日までに該当するよう

になったときに障害基礎年金を受けることができます。

　ただし、初診日の前日において、初診日のある月の前々月

までの被保険者期間のうち、保険料納付済み期間と免除期間

（若年者納付猶予期間・学生納付特例期間を含む）を合わせ

た加入期間が３分の２以上必要です。（平成28年３月31日

前に初診日があるときは、特例として初診日の前々月までの

１年間に保険料を納めていなかった期間がなければ受けられ

ます。）

＊20歳前に初診日のある傷病で障害者になったときも20歳

　から障害基礎年金が受給できます。（本人に一定額の所得

　がある場合、支給制限あり）。

＊障害認定日とは病気やケガにより、初めて医師の診療を受

　けた日から原則として１年６カ月を経過した日、または１

　年６カ月以内に症状が固定した日

＊障害等級の１級、２級は身体障害者手帳の等級とは基準が

　違います。

　詳しくは、住民課住民・戸籍年金グループ　74-3002へ。

特
別
徴
収

普
通
徴
収

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●● ● ●

保険料の支払いを
「口座振替」に変更できます

北海道後期高者医療広域連合
〒060-0062　札幌市中央区南２条西14
丁目　国保会館６階　　011-290-5601

洞爺湖町住民課国保医療係 　74-3002

問　合　せ
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住

消
防
だ
よ
り

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て

い
た
こ
と
で
、
大
事
に
は
至
ら
な
か

っ
た
事
例
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
事
例
１
（
札
幌
市
）

「
移
動
式
灯
油
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
、

ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
落
下
し
煙

が
室
内
に
充
満
！
」

　
家
人
は
入
浴
中
で
し
た
が
、
住
宅

用
火
災
警
報
器（
煙
式
）が
感
知
し
た

た
め
直
ち
に
１
１
９
番
通
報
・
初
期

消
火
を
行

い
、
火
災

を
防
ぎ
ま

し
た
。

※
事
例
２（
札
幌
市
）

「
階
段
室
の
壁
の
中
に
あ
る
電
気
配

線
が
短
絡
し
、
付
近
か
ら
出
火
！
」

　
家
人
が
２
階
寝
室
で
就
寝
中
、
住

宅
用
火
災
警
報
器（
煙
式
）が
感
知
し

た
た
め
１
階
に
就
寝
し
て
い
る
家
族

を
起
こ
し
、
素
早
く
屋
外
へ
避
難
す

る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。 住

宅
用
火
災
警
報
器

設
置
に
よ
る
奏
功
事
例
!!

　
洞
爺
湖
消
防
署
で
は
、
洞
爺
湖
町

内
の
全
世
帯
を
対
象
と
し
て
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
各
班
長
さ
ん
を
通
じ
て
10
月
31

日
（日）
ま
で
に
自
治
会
長
宅
へ
返
却
」

し
て
頂
け
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関

す
る
説
明
会
等
の
ご
希
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
自
治
会
行
事
や
そ
の
他
の

機
会
を
活
用
さ
せ
て
頂
き
、
実
施
し

　
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
設

置
状
況
の
把
握
を
目
的
と
し
て
行
う

も
の
で
、
消
防
機
関
以
外
の
団
体
又

は
個
人
等
に
公
表
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

住
宅
用
火
災
報
知
器
は

設
置
し
ま
し
た
か
？

平
成
22
年
１
月
１
日
～

　
　
　
　
　
８
月
31
日
現
在

平
成
22
年
１
月
１
日
～

　
　
　
　
　
８
月
31
日
現
在

●
火
災
件
数
　
２
件

●
救
急
件
数
　
359
件

統
一
標
語

「
消
し
た
か
な
」

　
　
あ
な
た
を
守
る
合
言
葉

奏功事例１用奏功事例２用

　
　
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に

　
　
よ
り
発
生
す
る
熱
や
煙
を
感
知

し
、
音
や
音
声
に
よ
り
警
報
を
発
し

て
、
火
災
の
発
生
を
い
ち
早
く
知
ら

せ
る
機
器
で
す
。

　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
新
築
住

宅
へ
は
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
設

置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
お
住
ま
い
の
既
存
住
宅
（
戸
建

住
宅
・
共
同
住
宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・

長
屋
住
宅
・
社
宅
等
）
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
設
置
場
所
は
、
西
胆
振
消
防
組
合

火
災
予
防
条
例
に
定
め
ら
れ
た
図
の

場
所
に
な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い

こ
と
や
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

洞
爺
湖
消
防
署
（
　
76
‐
２
１
１
９
）

・
温
泉
分
署
（
　
73
‐
１
１
１
９
）・

洞
爺
分
署
（
　
87
‐
２
１
１
９
）へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
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爺
湖
町
の
国
民
健
康
保
険
に
は

　
　
月
平
均
1
、
9
0
4
世
帯
、
3
、

2
7
6
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
決

算
額
は
、
歳
入
14
億
8
、
９
４
９
万

2
、
9
0
1
円
、
歳
出
14
億
7
、
8

８
5
万
6
、
8
0
0
円
で
差
引
1
、

０
6
3
万
6
、
1
0
1
円
を
繰
越
決

算
と
な
り
ま
し
た
が
、
現
状
は
赤
字

運
営
と
な
っ
て
お
り
、
赤
字
分
は
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
補
填
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
の
費
用
の
大
部
分

は
医
療
費
で
す
。
表
１
に
よ
り
１
人

当
た
り
の
医
療
費
は
全
国
・
全
道
平

均
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
く
「
医
療
費
を
大
切
に
使
い
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま

す
。
「
病
院
へ
行
か
な
い
こ
と
」
と

思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
症
状
が
重
く

な
っ
て
か
ら
の
受
診
は
、
病
気
が
治

る
ま
で
に
た
く
さ
ん
の
日
数
と
治
療

を
要
し
、
か
え
っ
て
多
く
の
医
療
費

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
自
分
の
体
調

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
お
か
し
い
な
と
感

じ
た
ら
早
め
に
診
察
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
洞
爺
湖
町
で
は
特
定
健
康
診
査
、

各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

が
ん
、
く
も
膜
下
出
血
、
虚
血
性
心

疾
患
等
の
血
管
障
害
を
早
期
発
見
、

予
防
す
る
た
め
に
、
年
に
一
度
は
洞

爺
湖
町
の
特
定
健
康
診
査
、
が
ん
検

診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

洞

国
民
健
康
保
険
か
ら
…

平成21年度の

洞爺湖町

国民健康保険

　洞爺湖町国民健康保険加入者で平成21年度入院に
かかる年間計を疾病別諸率上位５までを表３に集計
しています。

「病類別疾病分類表年間計より」■表３

◎１人当り診療費が高い

◎受診率が高い

（単位:円）■表１

（単位:千円、件）■表２

・診療費～入院・通院・歯科分です。
・療養諸費～診療費に調剤・食事・柔整等の費用を加
　えた分です。

・件数に食事療養費数は含まれていません。

◎１件当り診療費が高い

◎１日当り診療費が高い

Ｈ21順位Ｈ20順位 疾　病　名 総額診療費（円）

１

２

３

４

５

１

２

６

－

５

51,284,520

29,581,550

21,503,140

18,669,350

17,374,150

総合失調症及び妄想性障害�

その他の神経系の疾患�

脳梗塞� 

その他の心疾患� 

脳内出血

Ｈ21順位Ｈ20順位 疾　病　名 1件当り診療費（円）

区分

区分 件数
費用額
①＋②

保険者（町）
負担分①

一部負担金等
（個人）②

高額療養費
（町負担分）③

町負担総額
①＋③

1人当り診療費�1人当り療養諸費全道1人当り療養諸費

１

２

３

４

５

３

－

２

－

１

1,836,008

1,833,430

1,778,403

1,221,407

1,184,240

悪性リンパ腫�  

炎症性多発性関節障害�

白血病

その他の循環器系の疾患 

くも膜下出血

20年度

21年度

差 引

20年度

21年度

差引

278,867

281,354

2,487

54,419

53,647

△ 772

1,264,454

1,228,318

△ 36,136

923,959

898,146

△ 25,813

340,495

330,172

△ 10,323

120,465

119,738

△ 727

1,044,424

1,017,884

△ 26,540

367,147 

374,945 

7,798

20年度

326,967

全道と町の差引比較

40,180

Ｈ21順位Ｈ20順位 疾　病　名 1日当り診療費（円）

１

２

３

４

５

－

－

－

３

－

91,672

90,856

87,118

81,427

77,797

炎症性多発性関節障害 

その他の脊柱障害�

直腸の悪性新生物�

その他の循環器系の疾患 

悪性リンパ腫

Ｈ21順位Ｈ20順位 疾　病　名 受診率（％）受診件数

１

２

３

４

５

１

10

６

２

５

4.12％

1.37％

1.34％

1.10％

1.07％

138

46

45

37

36

総合失調症及び妄想性障害�

気分障害�  

脳梗塞� 

その他の神経系の疾患 

脳内出血

　
町
（
保
険

者
）
が
平
成

21
年
度
に
負

担
し
た
医
療

給
付
費
等
は
、

表
２
の
と
お

り
で
す
。
保

険
者
（
町
）

負
担
分
と
高

額
療
養
費
（
町
負
担
分
）
が
町
か
ら

支
払
い
さ
れ
た
分
で
す
。

　
昨
年
度
は
、
平
成
20
年
度
と
比
較

す
る
と
２
、
６
５
４
万
円
の
減
額
支

出
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
住
民
課
国
保
医
療
係

　
74
‐
3
0
0
2
。
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海
道
米
は
か
つ
て

〝美
味
し
く

　
　
な
い
米〟

の
代
表
で
し
た
が
、

「
き
ら
ら
3
9
7
」
を
境
に
イ
メ
ー

ジ
一
新
。
昨
年
の
北
海
道
米
の
道
内

食
率
は
78
％
ま
で
上
り
、
安
く
て
美

味
し
い
と
評
価
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
「
き
ら
ら
3
9
7
」
は
昭
和
56
年

か
ら
開
発
。
当
時
、
国
は
減
反
政
策

を
進
め
て
お
り
、
北
海
道
米
は
美
味

し
く
な
か
っ
た
た
め
他
県
よ
り
も
多

く
減
反
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
寒
さ
に
強
く
、
収
量
の
高
い
品
種

を
作
る
方
針
で
し
た
が
、
量
で
は
な

く
美
味
し
さ
を
求
め
る
方
向
へ
と
変

え
た
こ
と
が

〝お
い
し
い
米〟

出
現

の
背
景
と
い
え
ま
す
。

　
今
で
は
北
海
道
米
が
本
州
で
も
人

気
で
、
21
年
8
月
末
現
在
、
33
％
が

道
内
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残

り
は
全
て
道
外
へ
。
北
海
道
米
は
冷

涼
な
気
候
か
ら
害
虫
や
病
気
の
発
生

が
低
い
と
さ
れ
て
お
り
、
農
薬
の
使

用
量
も
本
州
の
8
割
程
度
で
す
。

　
し
か
し
、
相
変
わ
ら
ず
日
本
人
の

米
離
れ
は
進
み
、
年
間
一
人
当
た
り

の
消
費
量
は
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以
下
。

40
％
程
度
し
か
な
い
食
料
自
給
率
向

上
、
地
産
地
消
の
推
進
の
た
め
に
も

安
く
て
美
味
し
い
北
海
道
米
を
積
極

的
に
食
べ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

◆
あ
な
た
は
ど
の
北
海
道
米
を
選
ぶ

　
①
き
ら
ら
3
9
7
…
か
む
ほ
ど
に

甘
み
豊
か
。
丼
や
ピ
ラ
フ
に
②
ほ
し

の
ゆ
め
…
食
感
は
や
わ
ら
か
め
。
合

わ
せ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
引
き
立
て
る
③

な
な
つ
ぼ
し
…
冷
め
て
も
お
い
し
い
。

弁
当
や
す
し
に
も
④
お
ぼ
ろ
づ
き
…

粘
り
が
強
く
、
炊
き
込
み
ご
飯
に
も

⑤
ふ
っ
く
り
ん
こ
…
ふ
っ
く
ら
と
し

た
食
感
。
や
わ
ら
か
め
。
和
食
に
最

適
⑥
ゆ
め
ぴ
り
か
…
粘
り
、
や
わ
ら

か
さ
、
甘
み

の
三
拍
子
。

お
に
ぎ
り
に

も
。

北

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

今
年
は
豊
作
!

道
産
米
う
ま
さ
の

秘
密
は
？

今
年
は
豊
作
!

道
産
米
う
ま
さ
の

秘
密
は
？

読
書
の
家
か
ら

読
書
の
家
か
ら

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

新
刊
案
内

今月の1冊
〈
一
　
般
〉
▽
オ
ー
！
フ
ァ
ー
、
バ

イ
バ
イ
・
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ド
（
伊
坂

幸
太
郎
）
▽
逆
境
を
生
き
る
（
城
山
三

郎
）
▽
誉
れ
あ
れ
（
東
直
巳
）
▽
お
は

ぐ
ろ
と
ん
ぼ
（
宇
江
佐
真
理
）
▽
虚
国

（
香
納
諒
一
）
▽
ア
イ
ム
・
フ
ァ
イ
ン

（
浅
田
次
郎
）
▽
も
も
こ
の
ま
ん
ね
ん

日
記（
さ
く
ら
も
も
こ
）
▽
兇
弾
（
逢

坂
剛
）▽
橋（
橋
本
治
）▽
新
・
御
宿
か

わ
せ
み
　
花
世
の
立
春
（
平
岩
弓
枝
）

▽
き
み
去
り
し
後
・
十
字
架
（
重
松

清
）
▽
炎
天
（
吉
村
昭
・
津
村
節
子
）

▽
天
網
（
今
野
敏
）
▽
東
京
ア
ク
ア
リ

ウ
ム
（
小
池
真
理
子
）
▽
私
の
家
で
は

何
も
起
こ
ら
な
い
（
恩
田
陸
）
▽
真
昼

の
花
火
（
吉
村
昭
）
▽
北
紀
行
（
佐
々

木
譲
）
▽
最
も
遠
い
銀
河
〈
上
・
下
〉

（
白
川
道
）
▽
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
ブ
ル

ー（
宮
部
み
ゆ
き
）

〈
児
童
書
〉
▽
捨
て
犬
フ
ラ
ワ
ー
の

奇
跡
余
命
一
週
間
の
犬
（
樋
浦
知
子
）

▽
ま
め
う
し
の
も
も
い
ろ
の
は
る
、

ま
め
う
し
の
び
っ
く
り
な
あ
き
（
あ

き
や
ま
た
だ
し
）
▽
ト
ロ
ー
ル
・
フ

ェ
ル
〈
上
・
下
〉（
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ラ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
/
訳
：
金
原
瑞
人
）

▽
9
9
9
匹
の
兄
弟
の
春
で
す
よ

（
木
村
研
）

〈
一
　
般
〉
▽
思
い
出
コ
ロ
ッ
ケ（
諸

田
玲
子
）
▽
小
暮
写
真
館
、
お
そ
ろ
し

（
宮
部
み
ゆ
き
）
▽
後
悔
と
真
実
の
色

（
貫
井
徳
朗
）
▽
警
察
の
紋
章
（
佐
々

木
譲
）
▽
方
丈
記
（
安
良
岡
康
作
）
▽

絵
本
の
処
方
箋
（
落
合
恵
子
）
▽
仇

敵
（
佐
伯
泰
英
）
▽
化
石
の
愛
（
池
永

陽
）
〈
ロ
ー
タ
リ
ー
文
庫
〉
▽
第
四
紀
逆

断
層
ア
ト
ラ
ス
（
池
田
泰
隆
）
▽
ふ
く

し
ま
の
火
山
と
災
害
（
長
橋
良
隆
）
▽

日
本
の
地
形
レ
ッ
ト
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

１
･
２
（
小
泉
武
栄
）
▽
日
本
近
海
に

お
け
る
海
底
火
山
の
噴
火
（
小
阪
丈

予
）▽
原
寸
大
昆
虫
館（
小
池
啓
一
）
▽

ミ
ツ
バ
チ
マ
ー
ヤ
の
冒
険
（
ワ
イ
デ

ル
・
ポ
ン
ゼ
ン
ス
）
▽
妖
精
プ
ッ
ク

花
の
旅
、
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
の
虫

た
ち
　
全
６
（
熊
田
千
佳
慕
）
▽
ま
る

ご
と
日
本
の
生
き
も
の
（
木
村
義
志

監
修
）

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分
ま
で

　
（
※
毎
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

●
10
月
の
休
館
日

７
日
・
11
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日

・
11
月
５
日

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
　
76
‐
2
1
0
0

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75
‐
４
７
０２

14ひきシリーズ（全12巻）

いわむらかずお

作  「14ひきの

おつきみ」

　14ひきシリーズは1983年出版
された本です。「大きな森の木を改
造した家に住む14匹の大家族のね
ずみ一家の
日常生活を
通し家族の
団らんや喜
びを描いた
絵本。海外
でも翻訳出
版されるロ
ングセラー
絵本で世界
中の子ども
達に親しま
れています。



隣
り
家
を
架
け
橋
と
し
て
巣
造
り
の

　
　
　
　
蜘
蛛
の
太
り
て
秋
立
ち
に
け
り
　
　
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

こ
れ
見
よ
と
言
ふ
が
如
く
に
庭
を
占
む

　
　
　
　
美
の
象
徴
と
ふ
芙
蓉
の
花
が
　
　
　
　
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

秋
澄
み
て
さ
わ
や
か
な
大
気
を
深
く
吸
い

　
　
　
　
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
と
空
を
見
上
ぐ
　
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子

朝
夕
の
涼
し
さ
体
を
い
や
し
ゆ
き
　

　
　
　
　
猛
暑
の
疲
れ
も
少
し
安
ら
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

母
逝
き
て
は
や
三
年
の
時
は
す
ぎ

　
　
　
　
今
宵
も
あ
の
日
と
お
な
じ
夕
月
　
　
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

ハ
ワ
イ
か
ら
幼
な
字
の
絵
葉
書
届
き
た
り

　
　
　
　
食
卓
に
置
き
眺
め
て
を
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

一
生
の
今
が
大
事
と
秋
の
蝶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

杜
の
端
に
威
を
張
る
大
樹
鬼
胡
挑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

日
傘
も
て
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
戦
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

鮭
獲
れ
て
歴
史
公
園
祖
霊
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

リ
ス
の
子
は
胡
挑
お
手
玉
お
手
の
も
の
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

く
る
み
掌
に
リ
ハ
ビ
リ
談
義
ま
だ
続
く
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

わ
た
し
の
う
た
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も
り

と

て

た
い
じ
ゅお

の
の

び

温泉の発展を願い行われた祈願法要祭

　
　
爺
湖
町
で
は
、
毎
年
英
国
青
年

　
　
を
受
入
れ
、
英
会
話
教
室
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

地
元
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
９
月
か
ら
新
し
い
英
国
青
年
フ
レ

デ
ィ
ー
・
セ
ム
プ
ル（
19
歳
）さ
ん
と

デ
ィ
ラ
ン
・
ピ
ュ
ー（
18
歳
）
さ
んが

来
町
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
様
々
な
機
会
で
二
人
と
接
す
る
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

―
世
界
の
国
の
中
で
日
本
を
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
活
動
の
場
に
選
ん
だ
の
は

　
何
故
で
す
か
。

フ
レ
デ
ィ
ー
　
日
本
の
歴
史
と
文
化

　
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
食

　
に
も
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

デ
ィ
ラ
ン
　
自
分
の
国
と
食
を
は
じ

　
め
文
化
が
大
き
く
違
う
の
で
興
味

　
が
あ
り
ま
し
た
。

―
洞
爺
湖
町
の
印
象
は
ど
う
で
す
か
。

フ
レ
デ
ィ
ー
　
大
変
美
し
く
、
親
切

　
な
人
ば
か
り
で
す
。

デ
ィ
ラ
ン
　
自
然
が
す
ば
ら
し
く
、

　
町
民
の
人
が
み
ん
な
親
切
で
す
。

―
日
本
食
で
好
き
な
も
の
と
嫌
い
な

　
も
の
は
な
ん
で
す
か
。

フ
レ
デ
ィ
ー
　
好
き
な
も
の
は
や
き

　
と
り
で
、
嫌
い
な
も
の
は
納
豆
で

　
す
。
　

デ
ィ
ラ
ン
　
好
き
な
も
の
は
ラ
ー
メ

　
ン
で
、
嫌
い
な
も
の
は
抹
茶
味
の

　
プ
リ
ン
。

―
こ
れ
か
ら
の
洞
爺
湖
町
の
生
活
で

何
を
し
た
い
で
す
か
。

フ
レ
デ
ィ
ー
　
冬
に
は
ス
ノ
ー
ボ
ー

　
ド
、
春
は
桜
が
咲
く
の
を
楽
し
み

　
し
て
い
ま
す
。

デ
ィ
ラ
ン
　
ス
キ
ー
を
し
た
り
、
日

　
本
語
を
上
手
に
話
せ
る
よ
う
に
な

　
り
た
い
。

洞

新英国青年
来町！

地上デジタル放送を受信
するための簡易な

チューナーの無償給付などの
支援を実施しています

　総務省では、経済的な理由な

どで地上アナログ放送から地上

デジタル放送に移行することが

難しい世帯に対し、簡易なチュ

ーナー（１台）の無償給付など

の支援を実施しています。

■支援対象

　次の世帯のうちＮＨＫ放送受

信料が全額免除となっている世

帯

①生活保護などの公的扶助を受

　けている世帯

②障がい者がいる世帯で、かつ

　世帯全員が市町村民税非課税

　の措置を受けている世帯

③社会福祉施設に入居し、自ら

　もテレビを持ち込んでいる世

　帯

■支援申込み期間

　12月28日（消印有効）

■問 合 せ

・支援に関して　総務省地デジ

　チューナー支援実施センター 

　　0570-0033840

・ＮＨＫ放送受信料免除に関し

　て　ＮＨＫ視聴者コールセン

　ター　0570-000588

フレディーさん

ディランさん

俳
　
句

【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
九
月
定
例
会
よ
り

九
月
定
例
会
よ
り

短
　
歌
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社会を明るくする標語社会を明るくする標語
　洞爺湖町合同補導委員会（永井信久委員長）が、６月25日から８月31日の約２カ月

間虻田地区の各小中高校で「社会を明るくする標語」を募集し、各学校で入賞作品

を決定しました。各学校の優秀作品を紹介します。

あ
い
さ
つ
は
　
友
達
で
き
る
　
す
ご
技
だ
　
　
　
２
年
　
高
清
水
大
也

ご
み
拾
い
　
だ
れ
か
じ
ゃ
な
く
て
　
自
分
か
ら
　
３
年
　
浜
中
　
鈴
音

「
こ
の
ぐ
ら
い
」
　
こ
ん
な
気
持
ち
が
　
命
取
り
　
５
年
　
成
島
　
　
励

ポ
イ
捨
て
は
　
ダ
メ
だ
よ
ち
ゃ
ん
と
　
持
ち
帰
ろ
う
　
１
年
　
畑
山
　
玲
奈

「
あ
り
が
と
う
」
　
言
っ
て
言
わ
れ
て
　
笑
顔
咲
く
　
２
年
　
指
本
　
梨
緒

顔
合
わ
せ
　
挨
拶
飛
び
交
う
　
通
学
路
　
　
　
　
３
年
　
竹
鼻
　
彩
香

「
キ
ラ
キ
ラ
」
と
　
華
麗
に
光
る
　
君
の
夢
　
　
　
１
年
　
成
島
　
　
勇

夢
ひ
ら
く
　
明
日
見
る
未
来
に
　
歩
み
出
せ
　
　
２
年
　
五
十
嵐
公
輔

あ
い
さ
つ
は
　
心
の
架
け
橋
　
み
ん
な
の
輪
　
　
３
年
　
小
山
　
紗
季

お
と
も
だ
ち
　
な
か
よ
く
し
た
ら
　
た
の
し
い
ね
　
２
年
　
南
　
野
乃
香

あ
り
が
と
う
　
言
っ
て
く
れ
た
ら
　
う
れ
し
い
な
　
４
年
　
石
川
　
友
菜

や
さ
し
さ
は
　
み
ん
な
を
つ
つ
む
　
こ
と
ば
だ
よ
　
６
年
　
根
本
　
　
協

傷
つ
い
た
　
心
に
響
く
　
友
の
声
　
　
　
　
　
　
１
年
　
高
橋
　
拓
輝

命
っ
て
　
か
け
が
け
の
な
い
　
宝
物
　
　
　
　
　
３
年
　
外
川
　
　
桜

今
だ
か
ら
　
地
球
の
叫
び
　
受
け
入
れ
て
　
　
　
３
年
　
外
川
　
　
桜

虻

田

小

学

校

洞
爺
湖
温
泉
小
学
校

虻

田

中

学

校

洞
爺
湖
温
泉
中
学
校

虻

田

高

校

　
　
爺
駅
前
の
前
浜
に
つ
な
が
る
大

　
　
通
り
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
れ
あ

い
七
夕
夏
ま
つ
り
」
（
主
催
同
実
行

委
員
会
）
の
一
環
で
、
８
月
９
日
か

ら
20
日
ま
で
、
役
場
ロ
ビ
ー
と
駅
前

交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
夢
や
希
望
を
書
い
た
短
冊
2
5
０

枚
が
飾
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
短
冊
の
願
い
事
は
、
家
族
を
思
っ

た
も
の
か
ら
、
町
政
に
対
す
る
も
の

ま
で
幅
広
い
内
容
で
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
、
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
時
に
小
林
克
美
さ
ん
（
虻
田
３

区
）
の
協
力
で
、
七
夕
ま
つ
り
で
有

名
な
仙
台
か
ら
譲
り
受
け
た
豪
華
な

七
夕
飾
り
が
、
役
場
ロ
ビ
ー
に
飾
ら

れ
、
町
民
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

短
冊
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

・
家
族
が
い
つ
ま
で
も
幸
せ
で
あ
り

　
ま
す
よ
う
に

・
健
康
で
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
に

・
洞
爺
湖
町
に
ず
っ
と
住
め
ま
す
よ

　
う
に

・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
元
気
に
な
り
ま

　
す
よ
う
に
、
長
生
き
で
き
ま
す
よ

　
う
に

・
世
界
が
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

・
早
く
財
政
が
健
全
な
町
に
な
り
ま

　
す
よ
う
に

洞
特定健康診査・肝炎ウイルス
エキノコックス
がん検診のお知らせ

ふ
れ
合
い
七
夕
夏
ま
つ
り

　
　
願
い
ご
と
の
短
冊
飾
る

ふ
れ
合
い
七
夕
夏
ま
つ
り

　
　
願
い
ご
と
の
短
冊
飾
る

　11月15日（月）～17日（水）は虻田地

区、18日（木）～19日（金）は洞爺地区

で集団健診を行います。詳しくは９

月に回覧したチラシをご覧ください。

　申込み締め切りは10月29日（金）と

なっていますが、予約制で定員にな

り次第締め切らせていただきます。

　お早めに電話かファックスにてお

申込みください。

　詳しくは、洞爺

湖町健康福祉セン

ターさわやか（　

76－4006／ＦＡＸ

76－1877）へ。
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虻田高校バレー部

地域の環境整備に
一役買う
地域の環境整備に
一役買う

　
　
は
、
防
災
の
一
環
と
し
て
北
海

　
　
道
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株

式
会
社
と
「
災
害
対
応
型
自
動
販
売

機
に
よ
る
協
働
事
業
に
関
す
る
協
定」

を
締
結
し
、
9
月
27
日
役
場
で
手
交

式
が
行
わ
れ
、
町
内
5
カ
所
に
設
置

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
設
置
場
所
は
、
役
場
庁
舎
内
、サ
ミ

ッ
ト
記
念
館
、
水
の
駅
、道
の
駅
と
う

や
湖
、
ウ
ロ
コ
あ
ぶ
た
店
の
5
カ
所
。

　
こ
の
自
動
販
売
機
は
、
電
光
掲
示

板
を
通
じ
て
文
字
情
報
が
表
示
で
き
、

平
常
時
に
は
防
災
情
報
や
地
域
情
報

を
配
信
し
、
緊
急
時
に
は
災
害
情
報

の
配
信
の
ほ
か
自
動
販
売
機
内
の
飲

料
水
が
無
料
提
供
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
災
害
へ
の
備
え
の
一
つ

と
し
て
、
今
後
活
用
し
て
い
く
考
え

で
す
。

町

洞

（
10
月
1
日
）
　
※
G
は
グ
ル
ー
プ

▽
企
画
防
災
課
長（
議
会
事
務
局
長
）

大
西
康
典
▽
企
画
防
災
課
参
事
＝
地

域
振
興
担
当
（
社
会
教
育
課
主
幹
）

鈴
木
清
隆
▽
観
光
振
興
課
長
（
企
画

防
災
課
長
）
澤
登
勝
義
▽
観
光
振
興

課
参
事
＝
観
光
振
興
担
当
（
観
光
振

興
課
主
幹
）
佐
々
木
清
志
▽
健
康
福

祉
課
主
幹
（
総
務
課
管
財
・
情
報
Ｇ

主
査
）
唯
木
浩
明
▽
住
民
課
主

幹

（
住
民
課
長
補
佐
兼
国
保
医
療
係
長
）

杉
上
繁
雄
▽
総
務
課
庶
務
・
職
員
Ｇ

主
査（
総
務
課
庶
務
・
職
員
Ｇ
主
任
）

高
橋
謙
介
▽
企
画
防
災
課
企
画
防
災

・
広
報
統
計
Ｇ
主
査
（
企
画
防
災
課

広
報
統
計
係
長
）
岡
田
英
之
▽
企
画

防
災
課
地
域
振
興
Ｇ
主
査
（
住
民
課

住
民
係
長
兼
交
通
防
犯
係
長
）
高
橋

淳
一
▽
企
画
防
災
課
企
画
防
災
・
広

報
統
計
Ｇ
主
査
（
企
画
防
災
課
企
画

防
災
係
長
）
兼
村
憲
三
▽
企
画
防
災

課
企
画
防
災
・
広
報
統
計
Ｇ
主
査
兼

行
財
政
改
革
推
進
室
主
査
（
企
画
防

災
課
企
画
防
災
係
主
任
）
佐
々
木
勉

▽
税
務
財
政
課
税
務
Ｇ
主
査
（
税
務

財
政
課
税
務
Ｇ
主
任
）
仙
波
貴
樹
▽

税
務
財
政
課
税
務
Ｇ
主
査
（
企
画
防

災
課
行
財
政
改
革
推
進
室
主
査
）
末

永
弘
幸
▽
住
民
課
住
民
・
戸
籍
年
金

Ｇ
主
査
（
住
民
課
戸
籍
年
金
係
長
）

小
林
美
智
子
▽
住
民
課
住
民
・
戸
籍

年
金
Ｇ
主
査
（
上
下
水
道
課
管
理
・

営
業
Ｇ
主
査
）
金
子
真
優
美
▽
健
康

福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
支

援
Ｇ
主
査
（
健
康
福
祉
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
Ｇ
主
任
）
藤
川

英
之
▽
観
光
振
興
課
観
光
振
興
Ｇ
主

査
（
観
光
振
興
課
観
光
振
興
Ｇ
主
任）

川
越
大
助
▽
上
下
水
道
課
管
理
・
営

業
Ｇ
主
査
（
管
理
課
学
校
教
育
Ｇ
主

査
）
細
江
幸
恵

■
教
育
委
員
会

▽
社
会
教
育
課
主
幹
（
健
康
福
祉
課

主
幹
）
天
野
英
樹
▽
管
理
課
学
校
教

育
Ｇ
主
査
（
財
務
財
政
課
税
務
Ｇ
主

査
）
高
橋
憲
史

■
議
会
義
務
局

▽
議
会
事
務
局
長（
観
光
振
興
課
長
）

佐
藤
正
人

（
係
長
職
以
上
）

人
事
異
動

災
害
時
に
情
報
発
信
と
し
て
活
用

災
害
対
応
型
自
販
機
町
内
5
カ
所
に
設
置

　
　
爺
湖
町
は
、

　
　
北
海
道
洞
爺

湖
サ
ミ
ッ
ト
を
契

機
に
「
洞
爺
湖
環

境
基
本
条
例
」
を

制
定
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
環
境

の
保
全
や
景
観
の

保
持
を
行
い
、
後

世
に
引
き
つ
い
で

い
く
こ
と
が
謳
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
虻
田
高
校
バ
レ

ー
部
は
、
約
10
年

前
か
ら
こ
の
精
神

を
先
取
り
し
て
、
地
域
の
美
化
活
動

を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
の
合
宿
所
で
あ
る
、
旧
月
浦

小
学
校
舎
周
辺
の
通
学
前
の
早
朝
草

刈
り
や
ゴ
ミ
拾
い
は
、
代
々
引
き
継

が
れ
、
同
部
の
伝
統
的
な
行
事
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
井
上
信
門
監
督
が
「
月
浦
神
社
は

バ
レ
ー
部
の
守
り
神
」
と
言
う
よ
う

に
、
夏
合
宿
前
の
月
浦
神
社
周
辺
の

草
刈
、
ゴ
ミ
拾
い
も
同
様
に
先
輩
か

ら
後
輩
に
受
継
が
れ
、
冬
期
間
に
は

除
雪
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
個
々
の
身
の
回
り
の

地
道
な
活
動
こ
そ
が
、
町
全
体
の
環

境
保
全
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。地域の環境美化活動を進める虻田高校バレー部の選手ら地域の環境美化活動を進める虻田高校バレー部の選手ら

協定を交わす真屋町長と苫小牧事業所長及川秀治さん協定を交わす真屋町長と苫小牧事業所長及川秀治さん
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行
政
相
談
所
の
開
設

洞
爺
湖
町
表
彰
式

■運転免許更新時講習日程（於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

11月 16日（火）18：30～4日（木）18：30/16日（火）13:30～ 4日（木）19：30～ 2日（火）18：30～

優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）

心
か
ら
お
く
や
み

　
　
　
申
し
あ
げ
ま
す

　
最
愛
の
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
、

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
上
に
も
限
り
な
い
ご
加
護
と
、
故
人
の
み
た
ま
が

安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
10
月
18
日
か
ら
始
ま
る
「
秋
の
行

政
相
談
週
間
」
に
合
わ
せ
て
次
の
と

お
り
『
行
政
相
談
所
』
を
開
設
し
ま

す
。
■
日
　
時
　
10
月
20
日
（水）
　
13
：
00

　
　
　
　
　
～
16
：
00

■
場
　
所
　
虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ

　
　
　 
 

ー
（
虻
田
地
区
）
／
洞

　
　
　
　
　
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
（
洞

　
　
　
　
　
爺
地
区
）

　
相
談
は
、
電
話
で
も
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
行
政
相
談
委
員
（
虻
田
地
区
）

　
　
　
谷
内
和
義
　
76
‐
3
0
2
3

▼
行
政
相
談
委
員
（
洞
爺
地
区
）

　
　
　
近
藤
利
男
　
82
‐
5
4
0
9

　
平
成
22
年
度
洞
爺
湖
町
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
す
。
町
民
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
3
日
（祝）
　
午
前
10

　
　
　
　
　
時

な
お
口
か
ら
」
講
師
伊
谷
公
男
氏

（
胆
振
総
合
振
興
局
）

■
問
合
せ
　
室
蘭
歯
科
医
師
会
　
　

　
　
　
　
　
0
1
4
3
‐
43
‐
3
5
2

　
　
　
　
　
2

■
日
　
時
　
11
月
1
日
～
11
月
19
日

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
（
最
終
日

　
　
　
　
　
午
後
２
時
ま
で
）

■
場
　
所
　
伊
達
信
用
金
庫
洞
爺
温

　
　
　
　
　
泉
支
店

■
主
　
催
　
二
科
会
写
真
部
北
海
道

　
　
　
　
　
支
部
西
胆
振
会
（
担
当

　
　
　
　
　
秋
田
和
彦
　
75
‐
2
6
2

　
　
　
　
　
9
）

■
日
　
時
　
10
月
31
日
（日）
午
前
８
時

　
　
　
　
　
50
分
～
午
後
３
時
15
分

■
集
　
合
　
洞
爺
湖
芸
術
館
前
（
バ

　
　
　
　
　
ス
で
移
動
）

■
〆
切
り
　
10
月
26
日

■
申
込
み
　
洞
爺
湖
芸
術
館
友
の
会

　
　
　
　
　
　
87
‐
2
5
2
5

故清水孝幸さん
■７月14日死去
■76歳■遺族は
タマさん■入１区

故金吉明子さん
■８月３日死去
■73歳■遺族は
義隆さん■温２区

故森　和雄さん
■８月19日死去
■74歳■遺族は
椎枝さん■入１区

故杉野良二さん
■８月４日死去
■63歳■遺族は
渡邊松子さん■温８区

故中村ツヤさん
■８月５日死去
■89歳■遺族は
惠美子さん■虻３区

故佐々木正和さん
■８月16日死去
■83歳■遺族は
ルリ子さん■入１区

故宮川ツナさん
■８月20日死去
■86歳■遺族は
正彰さん■虻８区

故粕谷ミキさん
■８月７日死去
■92歳■遺族は
義廣さん■入４区

有
珠
地
区
野
外
見
学
会

歯
の
健
康
教
室

故大西ハルヱさん
■８月25日死去
■87歳■遺族は
秀春さん■入１区

故大西　勲さん
■８月26日死去
■78歳■遺族は
善美さん■岩屋

■
場
　
所
　
役
場
３
Ｆ
防
災
研
修
ホ

　
　
　
　
　
ー
ル

■
日
　
時
　
10
月
30
日
（土）
９
時
（
バ

　
　
　
　
　
ス
移
動
）

■
場
　
所
　
洞
爺
湖
町
役
場
駐
車
場

■
講
　
師
　
福
田
茂
夫
さ
ん
（
火
山

　
　
　
　
　
マ
イ
ス
タ
ー
）

■
問
合
せ
　
洞
爺
湖
有
珠
山
ジ
オ
パ

　
　
　
　
　
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務

　
　
　
　
　
局
　
66
‐
4
2
0
0

■
主
　
催
　
洞
爺
湖
有
珠
火
山
マ
イ

　
　
　
　
　
ス
タ
ー
運
営
委
員
会

　
11
月
８
日
の
「
い
い
歯
の
日
」
に

ち
な
ん
で
歯
の
健
康
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
7
日
（日）
午
前
10
時

■
場
　
所
　
伊
達
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容
　
歯
科
ド
ッ
ク
・
口
臭
検

　
　
　
　
　
査
・
フ
ッ
素
塗
布
・
歯

　
　
　
　
　
み
が
き
指
導
・
歯
科
相

　
　
　
　
　
談
な
ど

〈
講
演
会
〉
テ
ー
マ
「
健
口
は
健
康

第
26
回
洞
爺
湖
写
真
展

「
ぐ
る
っ
と
彫
刻
」
フ
ォ
ト・

ツ
ア
ー
＆
フ
ォ
ト
・
コ
ン



町民と議員の懇談会を開催します
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■運転免許更新時講習日程（於：だて歴史の杜カルチャーセンター)

10月 19日（火）/28日（木）13:30～ 28日（木）14：30～ 19日（火）14：30～ 14日（木）16：30～

優良（30分） 一般（60分） 違反（120分） 初回（120分）

寄
　
　
付

今
月
の
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
付

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
海
浜
美
化
を

進
め
る
会
有
志
一
同
は
1
万
５
千
円

▽
有
珠
山
森
づ
く
り
花
づ
く
り
サ
ー

ク
ル
（
土
井
鉄
雄
代
表
）
は
２
万
円

▽
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
室
蘭
支
部

（
支
部
長
小
林
邦
夫
）
は
３
万
円

▽
天
羽
英
次
さ
ん
（
虻
６
区
）
は
５

万
円

広　　告

地デジのことなら、なんでも

ご相談ください！

でんわ デジサポへ急げ！

平日9:00－21:00　土日祝9:00－18:00

デジサポ道央は、総務省北海道中央テレビ受信者支援センターの愛称です。

011-351-1155

篠 原 　 功

千 葉 　 薫

松 井 保 明

板 垣 正 人

五十嵐　篤　雄

横 山 明 男

鍛治川　忠　志

清 本 博 三

10月26日(火)
18:00～20:00

洞爺地域　洞爺総合
センター２階会議室

10月27日(水)
14:00～16:00

洞爺湖温泉地域
温泉支所町民ホール

10月27日(水)
18:00～20:00

虻田地域　役場本庁舎
３階防災ホール

篠 原 　 功

千 葉 　 薫

小　松　　　晃

佐々木　良　一

朝　倉　英　隆

下　道　英　明

七　戸　輝　彦

宮　田　敏　夫

篠 原 　 功

千 葉 　 薫

沼　田　松　夫

大　西　　　浩

立　野　広　志

七　戸　輝　彦

宮　田　敏　夫

月日

会場

参
　
　
加
　
　
議
　
　
員

　10月１日、全国一斉に国勢調

査が実施され、調査員が各家庭

を訪問していますので、調査に

ご協力をお願いいたします。

　わからないことがあれば調査

本部　　74－3004（内線2302・

2303）へ連絡ください。

国勢調査にご協力を

　町議員が地域に出て、広く皆様とひざを交えて懇

談する機会を設けました。、町民の皆様と忌憚のな

い話し合いができるよう議員を３班に分け、お伺い

いたします。

　ぜひ、お誘い合わせの上、日ごろ感じていること

や町政に反映させたいことなどをお聞かせいただき

ますよう、多数の参加をお待ちしております。

　日程は次のとおりです。詳しくは議会事務局　　

74-3011までお問い合わせください。

き　たん

■日　時　11月13日（土）
　　　　　開演13:30～（開場13:00）

■会　場　洞爺湖文化センター

■講　師　「人生の教科書－夢への挑戦－」

　　　　　古 賀 稔 彦（バルセロナ五輪柔道金メダリスト）

■問合せ　住民課　　74-3002

洞爺湖町

洞爺湖町ＰＴＡ連合会

西いぶり人権啓発活動ネット

ワーク協議会

共
　
催

人権啓発講演会
兼 洞爺湖町PTA連合会研究大会

秋のヒグマに要注意!!

「ヒグマ注意特別月間」です。
10月31日（日）までの期間は

月浦で映画ロケをした「幸せのパン（仮称）」の皆さんとの記念撮影月浦で映画ロケをした「幸せのパン（仮称）」の皆さんとの記念撮影
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人口と世帯の動き（平成22年8月31日現在）　男…4,807人（△4）　女…5,452人（△1）　計10,259人（△5）　世帯…5,174世帯（△8）

こ

ん
にち
は赤ちゃ
ん

（ひびき）

明彦さん・佳奈子さん
７月24日生　青２区

堀　　翔真くん寶積陽日来くん
（しょうま）

秀充さん・美乃里さん
７月20日生　温４区

和幸さん・友絵さん
７月29日生　洞第４

大島　芽依ちゃん
（めい）

大廣　紗綺ちゃん
（さあや）

古川埜ノ日ちゃん
（ののか）

兼剛さん・みゆきさん
７月15日生　青１区

合田銀二郎くん
（ぎんじろう）

忠雄さん・新さん
７月14日生　青１区

隆紀さん・博美さん
７月18日生　入４区

甲野　佑篤くん
（ゆうま）

武志さん・和美さん
７月27日生　虻５区

10月のイベントカレンダー10月のイベントカレンダー（10月12日～11月9日）
月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 日曜日

15 16 17

18 19 20 21

12 13 14

22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

11/1 2 3 4 5

8 9

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　　
・親子ふれあい遊び
（さ）10:00～

・結核・肺がん検診
（洞爺地区）～15日

・金比羅山紅葉狩り
（ビ）9:30～

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　　
・保育所開放（本）　
　10:00～

・洞爺地区健康相談（総）
　10:00～／･保育所開放
　（本）10:00～／･ななか
　まどナイト（な）18：30～

・乳児検診（さ）
　13:00～13:30受付

・カボチャでハロウ
　ィン（財）13:00～
　31日まで

・洞爺地区健康相談
（総）10:00～　　　
・保育所開放（洞）

・保育所開放（本）　
　10:00～

・献血（洞爺地区）・「三樹は語る」ミニ
　座談会（芸）
　13：30～

・献血（虻田地区）

・四十三山・金比羅
　火口自然観察会
（自）9:00～

・さ＝健康福祉センターさわやか　76-4006／・総＝洞爺総合センター　82-5111/・本＝本町保育所　76-
2673／・ビ＝ビジターセンター　75‐2555／・財＝財田自然体験ハウス　82-5999／・自＝洞爺湖自然保護官
事務所　73－2600／・芸＝洞爺湖芸術館　87-2525／・な＝ななかまどの会　75-2722    

ご家族の深い愛
情につつまれて
誕生したプリン
スとプリンセス
のご紹介です。
ご家族は「早く大きくなーれ」
と成長を楽しみにしていること
でしょう。いろいろな可能性を
秘めて、洞爺湖町に誕生した赤
ちゃん、その純粋な瞳は何を見
つめているのでしょうか？


